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第６次竹原市総合計画の効果検証について 

令和５年７月２６日 

企画政策課 

１ 趣旨 

  第６次竹原市総合計画における分野ごとの前期目標の達成状況を把握し，施策を進めていく上での課題

等を明らかにすることで，今後の取組を進めていく上での基礎資料とする。 

 

２ 評価方法 

  前期目標の達成への進捗度について，次の評価区分により評価した。 

評価区分 評  価  の  内  容 

Ａ：順調 前期目標を既に達成している（達成が見込める） 

Ｂ：概ね順調 前期目標に向けて，成果指標の値が改善している 

Ｃ：やや遅れ 基準値と比較して，成果指標の値が悪化している 

Ｄ：遅れ 基準値と比較して，成果指標の値が悪化しており，達成が見込めない 

 

３ 評価結果 

（１）総合計画全体について 

将    来   像 

目   標   像 
分 

野 

数 

成果指

標数 

E 

評価区分 (概ね)順

調の率 

(Ａ+B)/E 
順調 

Ａ 

概ね順調 

Ｂ 

やや遅れ 

Ｃ 

遅れ 

Ｄ 

１ 自然・歴史・文化に育まれ、人々に守られ磨かれた資源が人々を魅了する賑わいのあるまち 

 １ 
竹原らしさを感じるまちに人々が集
まり賑わいが生まれている 

6 21 8(6) 1(5) 7(5) 5(5) 
42.9% 
(52.4%) 

２ “文教のまちたけはら”の精神を受け継ぎ、地域を支え、世界中で活躍する人々を輩出するまち 

 
２ 

子供たちが夢の実現に向け挑戦でき
る環境が確保されている 

3 
12

（※） 
9(5) 0(3) 2(5) 1(1) 

75.0% 
(57.1%) 

３ 
市民一人一人が自ら学び、様々な場面
で協力しながら活躍している 

2 5 0(0) 3(3) 2(2) 0(0) 
60.0% 
(60.0%) 

３ 誰もがいつまでもいきいきと自分らしく輝く活力と優しさがあふれるまち 

 
４ 

様々な仕事に挑戦できる元気な産業
が育ち、活気に満ちている 

3 9 3(3) 2(4) 3(1) 1(1) 
55.6% 
(77.8%) 

５ 
誰もがお互いに尊重し合い、いつまで
もはつらつと活躍している 

6 21 6(7) 5(6) 9(7) 1(1) 
52.4% 
(61.9%) 

４ 瀬戸内の恵まれた風土と市民の絆のもと、誰もが安全・安心で快適に生活できるまち 

 
６ 

生活の基盤が整備され、快適に暮らし
ている 

4 14 6(7) 1(0) 7(7) 0(0) 
50.0% 
(50.0%) 

７ 
市民が支え合う絆を大切にし、安全・
安心な生活環境が確保されている 

2 9 4(4) 3(2) 2(2) 0(0) 
77.8% 
(75.0%) 

計 26 
91 

（※） 
36(32) 15(23) 32(29) 8(8) 

56.0% 
(59.8%) 

●上記表のうち「評価区分」及び「(概ね)順調の率」欄の（ ）は前年度数値 

●（※）は，成果指標となる事業等のうち，判定不能であったものを除いているため，資料 2及び 4の成果

指標数の合計と一致しない。 

資料１ 
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（２）総合計画のうち「元気プロジェクト」関連分野について 

実   施   施   策 

項        目 
関連
分野
数 

成果指
標数 

E 

評 価 区 分 (概ね)順
調の率 

 (Ａ+B) /E 
順調 
Ａ 

概ね順調 
Ｂ 

やや遅れ 
Ｃ 

遅れ 
Ｄ 

１ 呼び込む“ちから”づくり 

 

１ 
歴史を活かしたまちづくり
の推進 

2 5 3(3) 0(0) 2(2) 0(0) 
60.0% 
(60.0%) 

２ 観光・交流の更なる推進 1 5 0(0) 0(0) 0(0) 5(5) 
0.0% 
(0.0%) 

３ 移住・定住の促進 3 11 5(4) 2(4) 4(3) 0(0) 
63.6% 
(72.7%) 

２ 育てる“ちから”づくり 

 
１ 

地域における子育て前から
子育て期までの支援の推進 

2 6 5(4) 0(1) 0(0) 1(1) 
83.3% 
(83.3%) 

２ 地域力の強化 4 
13 

（※） 
4(1) 4(6) 5(8) 0(0) 

61.6% 
(46.7%) 

計 12 
40 

（※） 
17(12) 6(11) 11(13) 6(6) 

57.5% 
(54.8%) 

●上記表のうち「評価区分」及び「(概ね)順調の率」欄の（ ）は前年度数値 

●（※）は，成果指標となる事業等が実施されなかったものを除いているため，資料 3の成果指標数の合計

と一致しない。 


